
 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年度「安全衛生に係る佐賀労働局長表彰」受賞者決定 

  ～佐賀県産業安全衛生大会にて表彰式を開催～ 

 

 佐賀労働局（ 局長 城寿克 ）は、安全衛生に係る取組が優良な下記１の事業場に対し、
令和６年度の佐賀労働局長表彰を行います。 
表彰式は下記２の佐賀県産業安全衛生大会において実施します。  
 

記 
１ 表彰事業場 

【奨  励  賞】（安全確保対策）  ヤクルト食品工業株式会社 

【奨  励  賞】（安全確保対策）  株式会社トレミー 九州唐津工場 

【奨  励  賞】（安全確保対策）    スクレッティング株式会社 

【奨  励  賞】（安全確保対策）    ノリタケ株式会社 伊万里工場 

【功  績  賞】            日出島 治記 

     ※表彰事由については、別添資料参照。 

 ２ 佐賀県産業安全衛生大会       

  ○ 日 時  令和６年 11 月８日（金）13 時 00 分開会   

 ○ 場 所  焱の博記念堂 文化ホール 

       （佐賀県西松浦郡有田町黒川甲 1788 番地）  
 
 

※ 当日、取材を希望される報道機関の方は、準備の都合等がありますので、 

令和６年 11 月５日（火）までに佐賀労働局労働基準部健康安全課（担当大石） 

あてご連絡ください。 

 

別添資料１ 佐賀労働局長表彰受賞事業場における主な取組  

別添資料２ 令和６年度 佐賀県産業安全衛生大会のご案内 

佐賀労働局発表 

令和６年 10 月 22 日 

【照会先】 

佐賀労働局 労働基準部 健康安全課 

  課   長   小林 克之 

  安全専門官    大石 邦貴 

電話   0952（32）7176 （直通） 

Press Release 



奨励賞

佐賀労働局長表彰

令和６年度

株式会社トレミー 九州唐津工場　殿

　厚生労働省　佐賀労働局

ノリタケ株式会社 伊万里工場　殿

ヤクルト食品工業株式会社　殿

スクレッティング株式会社　殿

　日出島 治記　殿

功績賞

令和６年11月８日（金）

ooishik
フリーテキスト
　別添資料１



表彰の
種　類

番号 対象事業場

1 代表者 代表取締役 栗原　清行

所在地 労働者数

事業の
概　要

（１）

（２）

（３）

2 代表者 工場長 西内　賢文

所在地 労働者数

事業の
概　要

（１）

（２）

（３）

 　　以上の活動などにより、安全活動の水準は良好で他の模範となるものと認められる。

・無災害日数　約５,７００日（令和６年３月末日現在）無災害継続中
・無災害記録時間　約1,515,000時間（令和６年３月末日現在）

 受賞事由　　　＜特に優れている点（安全確保対策が他の模範と認められる事項）＞

無災害記録時間

リスクアセスメントの実施
　工場施設や生産設備の新設・改造等の際、設計段階からリスクの除去・低減措置を講じている。ま
た、使用開始前に、改めて安全衛生点検（リスクアセスメント）を行い残留リスクの確認及び除去・
低減措置の実施、標準作業手順書の改善等の対策を講じている。
　主要な生産設備は自動化され、危険個所にはリスク除去・低減措置（非常停止機能付き安全カバー
の設置等）を行っている。
　安全管理者の職場巡視や毎月行う安全衛生委員会による安全パトロール、部署毎に行う改善活動等
により潜在的リスクを積極的に把握し、リスク除去・低減措置を行っている。

 　　以上の活動などにより、安全活動の水準は良好で他の模範となるものと認められる。

安全衛生に係る意識高揚のための活動
　労働者一人ひとりの安全衛生意識及び安全衛生能力の向上を図るため、部署毎に行う改善活動にお
いて全労働者は改善意見や潜在的リスクを一人一つ以上提案するようルールを定めて行っている。ま
た、ＫＹＴ（危険予知トレーニング）活動やヒヤリハット活動にも取り組んでいる。
　部署毎に改善活動に取り組み、潜在的リスクの除去・低減措置を講じている。また、改善活動の実
施状況は安全衛生管理組織（工場長や安全管理者、安全衛生委員会）に報告され、改善活動の状況把
握や指導等を行っている。
　安全衛生委員会による安全パトロールは労使の委員が参加し、協力して工場施設や生産設備等の不
安全個所及び労働者の不安全行動がないか点検し、指摘事項については安全衛生管理組織において対
応方針等を検討し、計画的にリスク除去・低減措置を行っている。

・無災害日数　約２，１１０日（令和６年６月末日現在）無災害継続中
・無災害記録時間　約620,000時間（令和６年６月末現在）

唐津市浜玉町浜崎1901番地460 65人

　各種化粧品、医薬部外品の受託製造（OEM・ODM）
　主な生産品目は基礎化粧品（ジェル、乳液、クリーム、ヘアトリートメント等）。

株式会社トレミー　九州唐津工場

佐賀労働局長表彰受賞事業場（者）における主な取組

麺類（即席めん、乾めん、手延べめん）の製造

【奨励賞】 　地域の中で、安全衛生に関する水準が良好で改善のための取組みが他の模範と認
められる事業場又は企業に対する表彰

ヤクルト食品工業株式会社

神埼市神埼町城原3860番地 56人

　安全衛生意識高揚のために、毎月、他部署の労働者間で相互確認を実施しており、マンネリ化防
止、別視点で危険・有害作業における労働災害防止意識の高揚に取り組んでいる。
　安全衛生教育の実施に当たっては、議論形式によって、意見を出すことで労働者の労働災害防止意
識の向上に努めており、積極的に議論がなされている。
　親会社である(株)ヤクルト本社から、労働災害事例を入手し、入社時や安全衛生委員会において、
同様の災害を防止するための方策について出来るだけ簡易な方法で大きなリスク低減措置を講じれる
か労使間で検討している。

 受賞事由　　　＜特に優れている点（安全確保対策が他の模範と認められる事項）＞

無災害記録時間

リスクアセスメントの実施

　安全に関する年間計画を作成し、経営トップによる基本方針として、「すべての業務が安全を優先
したものである」と定め、安全衛生管理体制を整備し、その運営に努めている。主に新入社員向けに
「安全教育（入社時）」というパワーポイントを独自に作成し、ＫＹＴ活動とは何か、本事業場でも
起こりうる他社の災害事例（つまづき、転倒、腰痛）をもとに、議論を行っている。
　リスクアセスメントを毎月一回、定期に、各部門ごとに実施し、労働者と使用者がそれぞれ意見を
出し合い、現実的なリスク低減措置を検討し、一部はその案を取り入れているものも認めれられた。
その中で、導入設備については作業検証と安全対策の策定などを労使間で行われている。

安全衛生に係る意識高揚のための活動



番号 対象事業場

3 代表者 代表取締役社長 朴　基顕

所在地 労働者数

事業の
概　要

（１）

（２）

（３）

4 代表者 工場長 山口　宏

所在地 労働者数

事業の
概　要

（１）

（２）

（３）

　随時と定期の２種類に分けてリスクアセスメントを実施している。
①毎日の朝会にて作業場所ごとに４Ｍ（人・機械・材料・方法）の変化点の有無を確認し、変化が
あった場合はリスクアセスメントを行い、全労働者がイントラネットにて確認・編集できるリスクア
セスメントシートに都度反映させている。また、小集団活動で月1回危険予知トレーニングを行い、そ
の結果、リスク低減措置が必要とされたものについてリスクアセスメントを行っている。
②毎年４月、10月の２回、全作業工程（42工程）についてリスクアセスメントの見直しを実施し、残
留リスクⅢと評価された作業や機械についてはリスク低減措置を講じた箇所の再評価と危険箇所マッ
プを更新している。また、リスクアセスメントの結果に応じて作業手順書の見直しも併せて実施して
いる。

 　　以上の活動などにより、安全活動の水準は良好で他の模範となるものと認められる。

　労働者一人ひとりの安全衛生意識及び安全衛生能力の向上を図るため、部署ごとに行う危険予知ト
レーニングにおいて、他部署のトレーニングに参加することを推奨し、多角的な視点で危険予知がで
きるよう工夫している。
　安全衛生委員会による安全パトロールは労使の委員が参加し、協力して工場施設や生産設備等の不
安全個所及び労働者の不安全行動がないか点検し、指摘事項については毎月の会議にて進捗状況を確
認し、管理している。
　ノリタケ株式会社本社の環境安全推進グループより、グループ会社にて発生した労働災害情報が提
供され、朝礼にて労働者全員で災害発生状況を確認し、自社でも同種災害の発生リスクがないか点検
を行っている。

○安全分科会の開催
　部門ごとに管理者を除く労働者による会議が定期的に開催され、安全衛生委員会での協議内容の伝
達や、ヒヤリハット事案の報告、安全管理に関する意見・要望等を話し合っている。
　分科会で出た意見については、安全衛生委員会やリスクアセスメントの際に検討事項としている。
○安全衛生教育の充実
　雇入れ時教育以外に、毎月計画を立てて安全衛生教育が実施されている。座学での教育のほか、
スーパーバイザーが現場で指導するOJTがあり、指導漏れが起こらないように作業手順ごとのリスクや
注意点が記載された教育チェックリストを用いて指導が行われている。

 　　以上の活動などにより、安全活動の水準は良好で他の模範となるものと認められる。

伊万里市東山代町長浜１２０－３

安全衛生に係る意識高揚のための活動

ノリタケ株式会社　伊万里工場

46人

食器の製造

 受賞事由　　　＜特に優れている点（安全確保対策が他の模範と認められる事項）＞

無災害記録時間

・無災害日数　３，２４７日（令和６年７月末日現在）無災害継続中
・無災害記録時間　約1,000,000時間（令和６年７月末現在）

リスクアセスメントの実施

安全衛生に係る意識高揚のための活動

　災害発生のリスクが高い作業として8項目を挙げ、「ライフセービングルール」として周知してい
る。８項目のうち、年間4項目を４半期ごとに1項目ずつ重点として設定し、リスクアセスメントや労
働者教育について月次計画を策定し、実行している。
　リスクアセスメントについては、年間の重点項目とした作業内容の他、作業手順、機械、原料等の
新規導入及び変更時に、安全管理者２名及び各部門のスーパーバイザー（部門長）を集めて実施して
いる。手法としては作業手順書の工程ごとに現状のリスク、現状の対策についての評価、残存リスク
への対策を検討し、対応が必要なものについては期限や担当者を決めて進捗状況を管理している。
　また、変更等が無かった作業工程についても、３年に１回は再評価を行うよう管理されている。化
学物質のリスクアセスメントについても、全てのＳＤＳを独自のシステムに登録し、爆発火災及び人
体への影響について評価が行われている。

・無災害日数　約２，２４５日（令和６年７月末現在）無災害継続中
・無災害記録時間　約951,880時間（令和６年７月末現在）

リスクアセスメントの実施

53人

養殖向けの飼料（主にブリとマダイの飼料）の製造

 受賞事由　　　＜特に優れている点（安全確保対策が他の模範と認められる事項）＞

無災害記録時間

伊万里市山代町楠久929

スクレッティング株式会社



表彰の
種　類

番号 対象者

1 氏　名 所属

事業の
概　要

職　名 所在地
前　建設業労働災害防止協会
　佐賀県支部 杵島分会 分会長

　佐賀県武雄市武雄町昭和235

日出島　治記
　株式会社　日出島建設
　（杵島郡白石町大字福富下分1960）

【功績賞】
　地域の中で、地域、団体又は関係事業場における安全衛生活動において指導的立
場にあり、当該地域、団体又は関係事業場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献
をした個人に対する表彰

 　　以上の活動などにより、安全活動の水準は良好で他の模範となるものと認められる。

 受賞事由　　　＜特に労働災害防止活動に功績のあった事項＞

　被推薦者は、労働災害防止の重要性を深く認識し、平成30年度から令和５年度までの６年間の長き
に渡り、建設業労働災害防止協会佐賀県支部杵島分会において、分会長として、同分会が行う事業運
営に尽力し、同団体の向上発展に多大な貢献をしたこと。
　また、分会長という指導的立場にあり、各安全衛生活動を積極的に推進するなど、杵島地域の建設
業における安全衛生水準の向上発展に多大な貢献をしたこと。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  日 時  令和６年１１月８日（金）開会１３時００分（開場 １２時００分） 

 

２  場 所  焱の博記念堂 文化ホール（佐賀県西松浦郡有田町黒川甲 1788 番地） 

 

３  次 第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焱の博記念堂 文化ホール案内図 

佐賀県産業安全衛生大会のご案内 
令和６年度 

主唱  佐 賀 労 働 局 

主催  一般社団法人佐賀県労働基準協会 

※  お申し込み、お問い合わせは(一社)佐賀県労働基準協会の下記各支部へお願いします。 

佐 賀 支 部  小城市三日月町堀江1721 TEL 0952-37-8277    唐 津 支 部 小城市三日月町堀江1721 TEL 0952-37-8301 

武 雄 支 部  小城市三日月町堀江 1721 TEL 0952-37-8302    伊万里支部 小城市三日月町堀江 1721 TEL 0952-37-8303 

(1)  来賓祝辞  佐賀県知事・伊万里市長・有田町長 

(2)  表    彰  佐賀労働局長表彰・一般社団法人佐賀県労働基準協会長表彰 

(3)  特別講演  以下。 

●MR 黒川駅 から 

徒歩１５分 

●西九州自動車道 三川内 I.C から１０分 

●JR 有田駅 から 

タクシー利用１０分 

●長崎自動車道  

武雄北方 I.C 方面 

◎ 当日、会場にて佐賀県産業医学協会の≪健康づくり体験コーナー≫（無料）や佐賀産業保健総合支援センター等の他、 

安全衛生用品関係メーカー等の展示を開設いたしますのでご利用下さい。 

（独法）労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 

講師  城内 博 氏 

演題「 化学物質の自律的な管理 ～背景、現状、今後～ 」 

化学物質情報管理研究センター長 

特 別 講 演 

焱の博記念堂 

ooishik
フリーテキスト
　別添資料２


